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京都大学整形外科学教室初代教授
松岡道治の人間関係

廣谷　速人
京都市

第 1章　はじめに

松岡外科病院の後継者であった内藤一男は，松

岡道治元教授は狷介1），孤高2）な性格であると評

したが，松岡の開業後数年にして出版された人物

誌では，「資性質朴敦厚にして人格崇高な」「学究

的好紳士」と記述されている3）．

そこで筆者は，東京帝国大学医科大学卒業後か

ら京都帝国大学医科大学を依願免官するまでの間

の松岡と恩師，先輩，同僚らとの主なる交流を検

討し，松岡の性格を推論することとしたい．

第 2章　済生学舎講師就任

東京帝国大学医科大学助手であった明治 33

（1900）年に，松岡は済生学舎の講師を兼任した4）．

この人事は，同年海外留学のため長年務めた講師

を辞した田代義徳（帝国大学 9年先輩）5）の後任

というべきもので，田代の推薦によるものと推察

される．なお松岡と同時に講師を兼任することに

なった中山森彦6）は松岡の 5年先輩に当る．

この人事から，松岡は当時，これら先輩からそ

の学力を十分評価されていたものと判断できる．

第 3章　松岡の京都帝国大学
木下総長への直訴

第 1節　義弟木原岩太郎の客死

松岡の妹イト7）の夫である木原岩太郎 8）は，京

都医科大学耳鼻咽喉科学教授予定者として明治

33（1900）年7月27日にドイツ留学へ出発したが，

航海中風邪気味，下痢9）あるいはペスト10）あるい

は肺炎11,12）に罹患したと伝えられた．木原は 9月

7日にベルリンに到着したものの，29日に至って

急性肺炎を発して友人の懇篤なる看護もその甲斐

なく 10月 7日に死去した12）．

山根正次8③）は野田忠廣（内務省技師）13）ととも

におよび第一回万国医務会議（7月 23–28日）14）

および第十三回万国衛生会（8月 2–9日）15）の日

本政府委員として派遣されて13）パリに滞在して

いたので，同郷の先輩として急遽ベルリンへ赴い

たと思われる｡遺骨は両人によって遠くチューリ

ンゲン州ゴータで荼毘に付され12,16），12月 25日

に故国へ持ち帰られ，同月 28日には東大皮膚科

黴毒学教室あげての盛大な追悼会が催された17）．

第 2節　木下総長への直訴

京都大学大学文書館所蔵の資料18）によれば，松

岡は自ら上洛して第一高等中学校生徒時代の校長

（明治 22〔1889〕年―同 25〔1892〕年）19）であっ

た京都帝国大学木下廣次総長に面会したのちに書

簡を送り，「願わくば耳鼻咽喉科をして岩太郎道

治の手に委せしめば不肖決して先生の御厚志に

誓って背かざるべし」と記している（図 1）．そ

の日付は「12日」となっているだけで何月かは

明らかでないが，おそらく木原の追悼会17）のす

ぐあと，すなわち明治 34（1901）年の 1月 12日

ではないかと推測される．

第 4章　松岡教授の新年広告

松岡は京都医科大学教授に任ぜられてからは地

元『京都医事衛生誌』20）の 1月号に新年挨拶の広

告を同僚教授らとともに毎年掲載していた．ここ

に例示した明治44（1911）年1月号21）（図2）では，

ほかに今村（精神医学），松下（衛生学），和辻（耳

鼻咽喉科学），伊藤（外科学第二），岡本（法医学），
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なお田中義一23）は前年 11月に陸軍少将，歩兵

第二旅団長に任ぜられていて，山谷徳次郎24）は

医海時報社主，二階堂保則25）は当時内閣統計局

技師であった．

この年賀広告は，松岡が孤高を守り世間的な付

き合いが悪かったとは考えられないことを如実に

示す証拠といえよう．

第 5章　松岡教授の饗宴

松岡が京大内外の京都医界の権威を多数招いて

一大饗宴を催したこと26）は，今日までまったく

知られていない．

宴会は明治 42（1909）年 11月 21日午後 7時か

ら都ホテルで開かれた26）．この前日には，宿泊し

ていた竹田宮恒久王が久邇宮，同妃，朝香宮，東

久邇宮，梨木宮と晩餐会を開いていて27），当時同

ホテルでの宴席は極めて高踏的なものであったと

考えられる．

出席者は，菊池大麓京都帝国大学総長，木下廣

次初代同総長，伊藤隼三附属医院長以下，医科大

学の同僚教授 13名（当時の医科大学教授は全員

で 18名28）），学外からは池田（鹿）29），斎藤仙也30），

佐伯理三郎31），新宮凉庭32）ら，当時の京都医界の

重鎮が出席して，総計三十余名を数えた33）．

賀屋（内科学第三），中西（内科学第二）ら22）の

名前が見える．

図 2　京都医事衛生誌（明治 44年 1月号）広告21）

図 1　木下広次宛道治書簡18）
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校）45）と，松岡の明治 40（1907）3）に比べて格段に

古い．

すなわち学会会長候補としては年齢，卒業年

次，学位授与歴，教授歴すべてにおいて，松岡は

他の 2候補に比べて格段に若く，教職歴も短い．

このことは，当時の外科学会に於ける松岡の高い

評価を示すものと考えられる．

三輪教諭は翌大正 3（1914）年46）に，山形教諭

は大正 6（1917）年47）にそれぞれ会長を務めてい

るところから，松岡も辞任していなければ，かれ

らと同様に早晩，あるいは先んじて，日本外科学

会総会会長の栄誉に輝いたであろうことは疑いの

ないところである．

第 2節　次年度宿題報告担当指名

さらに同評議員会では，次年度の日本外科学会

宿題報告として「関節結核」が採択され，担当者

として，田代博士（東大整形外科）5），松岡博士，

住田学士（九大整形外科）48,49）が指名された43）．

しかしこの整形外科三帝大教授の揃い踏みは，

松岡の辞職によって日の目を見ることはなかっ

た．翌年の外科学会での宿題報告で，住田教授は

「近く京都大学松岡教授の病気退職させし為又右

宿題の責任をも辞され，終に不得已田代教授と共

に宿題全部の責任を分たざるべからずに至りぬ」

と宿題報告担当者の責任の重さを訴えている50）．

第 7章　結び

本編では，従来あまり知られていなかった恩

師，先輩，親族との交流を取り上げた．すなわち

東大助手時代には先輩とともに済生学舎の講師に

就任し，京大総長へ客死した義弟木原岩太郎の遺

志継承を直訴した．

京都帝国大学教授になってからは，地元医学雑

誌へ毎年新年広告を同僚教授らとともに掲載し，

京都帝国大学内だけでなく京都市内の指導的医師

を招いて饗宴をホテルで催した．

第 9回日本外科学会（大正 2〔1913〕年）では

先輩とともに次期会長候補に推薦され，宿題報告

の担当者にも指名された．

これらの事績は，松岡自身への周囲の高い学問

席上伊藤博士は「咳一咳莞爾として起立して云

う余の聞く処に拠れば松岡教授は近頃内室を迎へ

られしと今夕は必ず之が為めの祝宴にして初めて

優顔を拝せらるゝ事と思考し多用を曲て出席せし

に其事なきは如何」と述べ，満場哄笑したと報じ

られている26）．

このように描写された宴会の雰囲気は，後世云

われた伊藤，松岡の確執12,34）を否定するに十分な

証拠であるが，両者は単に東京大学だけでなく，

実はその予備課程でも先輩，後輩の関係にあった

のである35）．

この饗宴の記事には夫人が出席したという記述

はない26）ので，結婚披露宴でないことは明白で

あるが，「久々懇親を暖めん迄」25）饗宴の真の意

図は測り知り得ないところである．

なおホテルでの結婚披露宴は，東京では明治の

半ば以降行われ始めた36）が，京都の結婚式は婚

家で披露宴は料亭か貸席で開くことがすでに江戸

時代から定着していた37）ので，京都では大正末

期になって始めて行なわれた38）．

なお松岡と山本伊兵衛39）の長女つな40）との結

婚が届け出られたのは，明治 44（1911）年 8月41），

すなわちこの饗宴の約 2年後のことであった42）．

第 6章　第 9回日本外科学会
評議員会の決定

第 1節　次回会長予選

松岡が退官する前年の大正 2（1913）年 3月 31

日に開催された第 14回日本外科学会の評議員会43）

の次回会長予選で，三輪博士44），松岡博士，山形

博士45）の 3名の名前がこの順に挙げられた．

松岡が明治 2〔1869〕年生れで明治 30（1897）

年の東京帝國大学卒業である3）のに対して，三輪

教授44）は安政6（1859）年生で明治19（1896）年卒，

山形教授45）は安政4（1857）年生で明治14年卒と，

ともに相当年長であり，大学の先輩である．

また医学博士授与の時期は，三輪は明治 34

（1901）年44），山形45）と松岡3）はともに明治 38

（1905）であり，さらに教授（教諭）就任年次を見

ると，三輪は明治 22（1889）年（第一高等中学校

医学部）44），山形は明治 14（1881）年（岡山県医学
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し，明治 40（1907）年には京都帝国大学福岡医科大
学（九州帝国大学医科大学）教授として外科学第二講
座を担当し，大正 6（1917）年に退官した．
①井関九郎．医学博士　中山森彦．日本医学博士
録　第弐卷　医学博士之部（其之壱）．p.医博 100–
101
②井関九郎．森正道，中山森彦．批判研究博士人物．
東京：發展社出版部；1925．p.外科 310–311
③内閣官報局．軍医学校（陸軍省）．職員録（甲）．
明治三十三年；1900．p. 190–191

7） 松岡イト①は藤蔵の二女として明治 5（1872）年に
生まれた．明治 24（1891）年 3月山口県尋常師範学校
を卒業して小学校訓導を勤めたのち，明治 27（1894）
年 5月に木原と結婚した．昭和 19（1944）年死去．
①廣谷速人．京都大学整形外科学初代教授松岡道
治の生い立ち．日本医史学雑誌 2012；58（3）: 393–400

8） 木原岩太郎は慶応 3（1867）年 12月①，周防国佐波
郡佐和（現・防府市佐和）の広い塩田を持つ家に生
まれた②．実家は塩田を広く持 14歳にして東上，山
根正次③宅に寄留①，明治 27（1894）年に帝国大学医
科大学を卒業し，外科学教室助手④に任命され，明治
28（1895）年 3月狙撃されて負傷した李鴻章日清戦争
講和全権大使の治療のため，外人教師スクリバととも
に馬関（下関）へ出張した⑤．同年 6月に熊本県人吉
病院長⑥として赴任，県立福岡病院外科部長⑦を経て
明治 32（1899）年東京帝国大学大学院（伝染性皮膚
病学専攻⑧）へ進み，皮膚科病科助手に任ぜられた⑨．
木原の真菌症に関する論文⑩は現在も引用されてい
る⑪．
①山根正次．祭木原岩太郎君文（雑報　故医学士
木原岩太郎氏の追悼会）．医事新聞 1900；582: 161–
162
②翠川百合子私信（平成 24年 11月 13日）．
③山根正次（安政 4〔1857〕年―大正 14〔1925〕年）ⓐ

は，眼科医の次男として長門国萩香川津村（現・

山口県萩市椿東香川津）に生れ，明治 7（1874）年
長崎医学校へ入学したが，同年同校が廃校になっ
たⓐため東京医学校へ転じて明治 15（1882）年に東
京大学医学部を卒業し，同年長崎医学校一等教諭，
長崎病院内科医長に任命されたⓑ．明治 20（1887）
年から同 24（1891）年まで司法省より英仏への留
学を命じられⓒた．帰国後警視庁医務局警察医長ⓓ

に任ぜられ，明治 24（1891）年から大正 2（1913）
年まで警視庁衛生部長ⓔを務めた．明治 35（1902）
年から衆議院議員（当選6回）を務め，明治37（1904）
年には私立日本医学校（現・日本医科大学）の校長
に就任した．
【ⓐ田中助一編．萩の生んだ近代日本の医政家山
根正次．萩：大愛会；1967．p. 6–34　ⓑ長崎大学
医学部編集兼発行．内科学教室（附録（二））．
同上書．p. 9–11　ⓒ手塚晃，国立教育会館．山根

的評価と松岡自身の協調性を如実に示し，従来伝

えられてきた松岡への風評を明確に否定するもの

である．
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は京都市上京区室町通出水の典薬寮医官の家系に生
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翌年軍医となった．当時一等軍医で陸軍軍医学校教
官を勤めていた③．明治 35（1902）年にドイツへ留学
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14） 第一回万国医務会議（雑報）．東京医事新誌 1900；
1173: 1753
本会議の正式名称①にある ”déontologie médicale”の

deonto-（δέοντ-）とは「なさねばならないこと（道徳
的義務論）②」を意味し，1845年Max Simonによって
初めて提唱された③．この会議の目的は，医師の義務
と権利との問題を研究し，医療上の諸法規を創設し，
各国に専門の委員会を設立して万国委員会を結成す
ることであった④．
① I. Internationeler Congress für die ärztlichen Standesin-
teressen (”Congrès international de médicine profes-
sionelle et de déontologiemédicale”) in Paris, 23–28, Juli
1900 (Standesangelegenheiten). Deutsche Medizinische
Wochenschrift. 1900; 26(16): 266–267
②Louden RB. Toward a genealogy of deontology. Journal 
of Historical Philosophy 1996; 34(4): 571–592
③ International congress of medical deontology. British
Medical Journal 1900; II: 256–257
④齋藤会長：万国医務大会．京都医事衛生誌 1901；
82: 16–21

15） 巴里に於ける第十三回万国医学会概要況（雑報）．
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p. 621–622】
⑦職員録（内閣官報局）を通覧すると，明治三十
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【ⓐ外科部長（福岡県，福岡病院）．職員録明治
三十年（乙）．印刷局；1897．p. 319】
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傳編纂所；1929．p. 1–14
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1909．p. 65–75
29） 「池田（鹿

4
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へ留学した．本招宴の 2年後（明治 44〔1911〕年）に
新潟医学専門学校教授に転出し，のち同校 2代目校
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①第三次総会（会報　京都府医師会　会報）．京都
医事衛生誌 1909；189: 16–17
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令第九〇号）ⓐを発して医師の組合（京都府医師会
〔府令〕京都支部）への強制加入を決めたが，明治
39（1906）年に法律四十三号，内務省令三十三号
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